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献上したので､ 蒙古の王はお心が本当に歓喜なさりながら､ ｢天の下､ 地の上に､































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た｡ その後にと､ などから律と､ 波羅蜜




語に翻訳した｡ 庚申(1320)年に 大寺院の座主を三十六年間掌握した｡ 密
咒と性相(顕教)の講経院 を建立し了って僧伽は三千八百人ほど集まっ



















































































































































































































































した｡ 		 	はお逝きになった｡ 勝者たる!"祖師は
中国に迎請された｡大主宰者たる#		はチベットに引き帰した｡欠｡






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































になった｡ 	の大寺院をご建立した｡ は出離した｡ 
大宝たる	
がお逝きになってからはの座主に就任







































































































































































































	は王位に就任した｡ 	(大元) 		は生まれた｡ 欠｡
の			はご誕生になった｡ 帝師たる

	がの嫡嗣の方々の居宅を四種に分割した始まりである｡ 学者にし
て尊者たるに対して水晶印との居宅を､ 帝師たる
	に対して金印と寺院の居宅を､  		
	ご兄弟に対して水晶印と		の居宅を､ 公王たる

ご兄弟に対して金印と定期供養の居宅と共にを賜った｡ 	の
王統の	は皇帝のご座に就任した｡
1325(乙丑)大親教師たる	は寺の座主にお
出でになった｡ 大主宰者たるが寺の座主を為さっ
た｡ 	はお逝きになった｡ 寺の座主に
	はおいでになった｡ の座主に学者にして尊者たる
はおいでになった｡ 			はお逝きになった｡ 
祖師はお逝きになった｡ で	が出離してから
は就
任した｡
	祖師と､ 			と､ 	の
方々は出離した｡ 	は寺の座主にお出でになった｡ 大主宰者
たるは寺の座主を為さった｡ 大親教師たる
	は寺の座主にお出でになった｡ 大主宰者たる
が寺の座主を為さった｡ 	はお逝きになった｡ 大主宰
者たる
	は再びまた王の上人においでになった｡ 	祖師は
出離した｡ 欠｡ 大親教師たる	は寺の座主にお出で
になった｡ の法主たる	祖師と､ 	
はお逝きになった｡ の大主宰者たるは寺の
座主にお出でになった｡ 帝師たる
	は再びまた北京にお出でになっ
た｡ の万戸長たる
		は北京に皇帝にお目に掛かりにお出で
になった｡
1326(丙寅)( 11)大成就者たる 	
はご誕生になった｡ を仰せになってから二千二百と
四年が過ぎたと祖師は仰せになった｡主の上人たる
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八
三
	
はご誕生になった｡ に後のはお出でになった｡ 
の地位に	

は住した｡ 勝者が	を仰せになっ
てから二千二百四年が過ぎたと祖師は仰せになったのである｡

大成就者たる		
はご誕生になった｡ 祖師一
切智者が	を著述した｡ 
大成就者たる
		
はご誕生になった｡祖師一切智者が	
を著述した｡ 後のはの座主に就任した｡ 	

	
はの座主に就任した｡ (1)
	
	
御前は､ 御歳十才で叔父たる
から出家した｡ それから沢
山の学者と成就者の足下に親近し了ってから学説を沢山に聴聞なさった｡ 金剛手成
就の学者の最上と成った｡ 主上人たる偉大なるの不共の四人の最上
の王侯師の区分の一人であるのだ｡ ご名声は四方全てに著名で大きいので弟子
は沢山に集まった｡ 衆生利益を広大に広めた｡ 最期に御歳七十才にお成りになっ
てお考えは利益の為にお逝きになった｡ (2)	を仰せになってから
二千二百と四年が過ぎたことを祖師たる
が仰せになった
の大親教師で四難精通者たると､ 
大親教師たる
		
はご誕生になった｡ 後のはの座主
にお出でになった｡ 		
はの座主にお出でに
なった｡ の大戸長たる
の末子たる
は生まれた｡
(倫理学専攻：教授)
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